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患解説：大腸憩室出血）。研修医必携！自治医科大学内科モーニングカンファレ

ンス スキルアップ 73 case（監修：菅野健太郎）メジカルビュー社、2010 年 6
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11)礒田憲夫：肝細胞癌治療の現況と展望。第 2 回栃木県北肝臓病懇話会、大田
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32)大澤博之：（特別講演）FICE による分光画像内視鏡診断〜経鼻内視鏡への応

用も含めて〜。第 2 回姫路経鼻内視鏡懇話会、姫路、2010 年 7 月 10 日 
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県消防学校、宇都宮、2010 年 10 月 26 日 
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の記載適正化に関する研究。（研究代表者 大井利夫）、厚生労働科学研究費補

助金 政策科学総合研究事業統計情報総合研究事業、2010 年 3 月 
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